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「野生生物と社会」学会 青年部会 報告資料 
 

青年部会部会長 安田章人 

 

1. 平成 26年度活動報告について 

2. 平成 27年度活動計画について 

 

1. 平成 26年度活動報告について 

13名の幹事（部会長を除く）を、GF(グリーン・フォーラム)班、現場班、人材班の 3つに分け、それ

ぞれの班で企画、開催をおこなった。 

①GF班 

・第 6回グリーン・フォーラム『「自然と人とを科学する」若手研究交流会』林業経済学会若手交流会

共催 2015年 11月 13日＠和歌山大学(別紙、ポスター参照) 

・コミュニケーション・フォーラム『「野生生物と社会」をめぐる多様な社会科学的アプローチ』 

 2014年 10月 31日＠「野生生物と社会」学会 犬山大会  

 

②現場セミナー班   

・北海道にて、狩猟をテーマにした「野生動物研究のためのフィールド調査入門」を開催計画 

 →助成金不採用のため延期 

 

③人材班 

・「共創メンタリング」で社会を変える！－最高の人間関係が見つかるワークショップ 

 2014年 11月 2日＠「野生生物と社会」学会 犬山大会 

・青年部会活動に関するウェブアンケートを実施 

Wildlife Forum19巻 2号掲載『青年部会へのアンケートから読み解く、青年部会活動の課題と展望』 

 

2. 平成 27年度活動計画について 

●第 1期将来構想の自己評価 

（１）よかった点 

・GFと現場セミナー（基礎コース）は、ほぼ毎年開催することができた。 

・ウェブアンケートの実施や、学際的な企画を開催するなど、活動の幅を広げることもできた。 

・参加者へのアンケートで、高評価を得ることができた。 

（２）課題を感じた点 

・学術大会において企画を実施することができなかった年があった 

（３）今後５年間の目標 

①学会内の若手を盛り上げる 

・青年会員間の交流の活発化を目的とした企画 

②学会に対する青年部会の貢献度を上げる 

・学会全体の活動目標に対する青年部会の寄与を考察 

・青年会員と理事をつなぐ企画を開催 

③学会外との交流を促進させる 

・青年会員と、実務者、他分野研究者とをつなぐ、さらなる企画の開催 

 

●具体的な活動計画 

・実務者、他分野研究者を招聘した GFの開催 

・理事との交流を目的とした大会企画の開催 

・改正鳥獣保護法の勉強会 

・女子会結成 

・メルマガ発行 
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